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２．対　　象

分析の対象は、JHAI 2013；6（1）から JHAI 2017；

10(1) までの東京医療保健大学大学院生関連掲載報文を

中心とし、その他の学会誌等も含めて、東京医療保健大

学大学院医療保健学専攻 感染制御、滅菌供給管理、周

手術医療安全の各分野で学んだ大学院修了者が執筆した

報文のうち、原著、短報、報告、文献分析、速報、その

他で、著者が共著者となっている報文、および、大学院

において指導に関与した報文を対象として分析を試み

た。

１．はじめに

東京医療保健大学大学院医療保健学専攻は、2007 年

4 月開設以来 10 年を経過した。そして、“医療関連感

染 Journal of Healthcare-associated Infection（JHAI）” は、

2008 年 7 月 5 日に創刊号刊行以来、10 年目を迎えた。

そこで、この 10 年間の、著者が専門とする教育・研究・

実践分野である感染制御学、滅菌供給管理学、および、

周手術医療安全学の 3 分野において、JHAI の 2008 年第

1 巻 1 号から 2017 年第 10 巻 1 号までを中心に、その他

の学会誌を含めて、東京医療保健大学大学院生および修

了生が投稿した報文の全体的分析を試みた。
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３．結　　果

分析対象となった報文は、合計 94 編で、2007 年 1 編、

2008 年 11 編、2009 年 19 編、2010 年 9 編、2011 年 15 編、

2012 年 7 編、2013 年 11 編、2014 年 7 編、2015 年 8 編、

2016 年 3 編、2017 年 3 編であった 1-94）。その内容の分

類は、表 1 に示すとおりである。それら論文において、

原著には ** 印、短報（JHAI における規定：独創性に富

む論文で、明確な新知見を認めるものの、原著としては

不十分な論文、環境感染学会誌も同様）には * 印を付し

た。原著は 29 編、短報は 47 編であった。

表 1　報文の内容による分類

関連分野 報文数

病棟・外来 16 2, 3, 8, 17-19, 20, 22, 29-31, 52, 75, 80, 84, 94)

滅菌 20 6, 7, 10, 12, 23, 46, 47, 56, 62, 65-72, 79, 93)

消毒 20 4, 5, 13-15, 24, 25, 27, 33, 39, 42-45, 48, 50, 73, 82, 83, 85)

洗浄 10 11, 28, 40, 51, 53, 61, 63, 64, 76, 89)

手術   7 1, 16, 26, 36, 60, 74, 90)

環境清浄化   5 54, 57-59, 88) 

技術   8 9, 34, 37, 38, 41, 49, 55, 79) 

鍼施術   3 21, 32, 35)

その他   5 78, 81, 86, 87, 92)

合計 94

４．考　　察

今回、JHAI を中心に、東京医療保健大学大学院学生

関連報文に関して分析を試みたが、JHAI は、2008 年 7

月 5 日に創刊され、“刊行にあたって”という巻頭言 95）

において、「この度、東京医療保健大学大学院医療保健

学研究科感染制御学では、第 1 回公開講座を、メインテー

マ“感染制御の歩む道”と題して、2008 年 7 月 5 日（土）、

13 時より東京ステーションコンファランスにおいて開

催することになりました。この公開講座では、現在の専

任教育職員および大学院前期 2 年生全員が、講座の役割

を担うことになり、講演集を当日資料として配布できる

ように企画いたしました。その企画段階で、どうせ講演

集を作るのであれば、後に残せるようなものにしたいと

考え、更に欲をかいて、いっそのこと感染制御に関する

定期刊行物にしてはどうかという結論に到達しました。 

―中略―この雑誌が、近い将来、専門誌として原著

論文の掲載に関しても高い水準を得られるか否かは別問

題としても、英文誌としての道をも歩んでいければ、国

際的にも評価される日本の感染制御に関わる情報誌とし

て評価されていくことが可能でありましょう。」と記載

した。その役割は、一部果してきているものと考える。

JHAJ および関連学会誌に掲載された、10 年間の大学

院医療保健学専攻 感染制御、滅菌供給管理、周手術医

療安全、各分野関連 94 編 1-94）の分析結果は表 1 に示し

たが、それらの中には、原著が 29 編、JHAI 投稿既定

に、“独創性に富む論文で、明確な新知見を認めるもの

の、原著としては不十分な論文（環境感染学会誌も同様）”

と規定されている短報が 47 編認められた。94 編の課題

内容は、論文一覧 1-94）に見られるごとく多岐にわたって

おり、研究課題が幅広い分野に跨っていることを示して

いる。

このことは、感染制御関連研究の目指す分野は、感染

症学の対象とは領域が異なり、これと重複する部分はあ

るにしても、医療全般に及ぶ横断的、且つ、広範囲な学

問分野であることを示し、今回の分析対象に見られる研

究課題に止まらず、より広領域にわたった研究対象を有

しているものと考える。

一方、47 編の短報に関しては、新規性は認められて

いながら、原著となりえなかったことを残念に思ってい

る。2015 年度までは発行人として、投稿以後は介入す

べきでないと差し控えてきたが、指導者としては、論文

の内容を検討しなおし、再投稿を指導すべきであったと

慚愧の念に堪えない。

2 年間の修士コース、3 年間の博士コース、という非

常に限定された大学院の研究期間で、学位論文をまとめ

ることは、決して容易ではなく、テーマの選択に関する

適切な指導が不可欠である。修士コースの 2 年間であれ

ば、最初の半年は、関連文献考察に基づく課題選択に費

やされ、この間、広い視野を持って考えられるよう指導

する必要がある。そして、研究を実際におこないうる期

間は、約半年であり、残りの 1 年は、研究結果の補充整

理と論文執筆とに費やさなければならない。このような

短期間に学位論文を作成することは、研究活動に必ずし

も慣れていない再教育社会人が対象であることを考慮す

る時、これまでの 10 年間、各大学院生それぞれが、よ

くここまで業績を残してきたと、唯々関心、感激する次

第である。特に、課題の選択に当たっては、研究する対

象として分析すべき因子が、明確に限定できるものを選

ばなければならない。その為には、幅広い視野で、実行
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院医療保健学が、より多くの社会人再教育に門戸を開

き、才能を秘める人材再勉学の機会を提供し、医療分野

のサービス向上に大きく貢献することを切望して止まな

い。その為には、指導教官も、常に勉学に勤しみ、医療

横断的な広い視野を取得していく必要がある。また、専

門分野が細分化してそれぞれが深いものとなってきてい

る今日、この傾向は将来さらに顕著となっていくであろ

うが、一個の指導者としては、それら専門分野すべてに

精通することは不可能であり、各分野の専門家と連携

し、その専門的指導を仰ぎ、それらを生かして研究体制

を調整していくという役割を担わなければならない。こ

の様な指導体制を可能とする幅広い知識と経験とを身に

着け、研究の調整役となっていく指導者の存在が強く望

まれる。連合王国、アメリカ合衆国、ドイツ連邦共和国

等においても、臨床細菌学者が、外科系分野をも含む幅

広い知識を持って日常業務、研究業務にあたっていると

いう状況を良く理解し、そのような能力を発揮できる人

材が、教育、啓発の軸となっていることを見習うべきで

ある。こうした力を養いつつ、業績をも積み重ねた人材

が、これからの感染制御関連分野を動かしていく推進力

となっていくことであろう。そして、人間関係を大切に

して、国際的にも信頼される人物となることが、指導者

としての必須条件である。日本の次世代において、この

様な指導者の存在が数多くみられる新時代到来が切望さ

れる。

更に当大学院の研究指導者に求められるものは、紀元

前からの過去に述べられている関連分野における数多く

の注目すべき発言と業績、そして、指導者自身の臨床現

場に結びついた研究業績に基づく幅広い知識、これらを

熟考して見直し、新しい時代に向けての研究課題および

単期間でまとめ得る研究内容を模索選択することのでき

る能力である。通常の大学院に求められる一専門分野に

限定して深く掘り下げる研究ではなく、広域から選択す

る次世代へのエビデンスを形成するアイディアが要求さ

れる。これを可能にして初めて、当大学院の特徴ある存

在が国際的にも認められる結果招来を可能とするであろ

う。

また、当大学院で学んだ修了生は、前述した如く多く

の素晴らしい業績を残してくれたが、大学院設立の趣旨

の如く、夫々の現場に立ち戻って、大学院で学んだ経験

を礎に現場業務の中心として活躍して居り、研究の継続

は、それらが意義ある課題であっても、研究者ではない

可能な研究課題を模索し、当該学生に適した選択を指導

することが不可欠である。多くに因子分析を必要とする

研究は、以後一生の課題として追及すべきものであり、

大学院生活においては、限定された期間にまとめられる

研究に取り組むことが必須条件である。しかも、meta-

analysis の対象となりうるような研究成果が期待される。

分析研究する因子が限定された課題を選択して限られた

期間に学位論文を作成し、それをより広く発展、展開し

ていくのは、学位取得後の人生においてなすべきことで

あり、各現場での日常業務の中に研究的視点を維持し続

けることで人生を楽しむことに繋げてほしい。

社会人教育を目的とし、医療の現場での経験を経た人

材の再教育を目指してきた大学院として、向学の念に燃

えて集まった大学院学生が、夫々多方面の話題をとらえ

て、見事に研究をおこない、結果を示していることが今

回の分析から明確となり、大学院生各位に改めて心より

の敬意を表したい。

このような素晴らしい結果は、阿吽の呼吸で片腕と

なってくれた大久保憲教授をはじめとし、三宅寿美、菅

原えりさ、吉田理香、比江島欣慎、小栗豊子、奥切恵、

各教授のきめ細かい指導の賜物であった。招きに快く応

じてご就任下さった、経験豊かな有名人である本大学院

医療保健学専攻の柴孝也、炭山嘉伸、藤井昭、品川長夫、

小島和彦、野口玉雄の各教授は、大学院開講時、文部科

学省の認可を得る条件に不可欠な役割を果たしてくれ、

その後、10 年近くにわたる大学院の前述実績に多大な

貢献をもたらした。更に、梶浦工、賀来満夫、永井勲、

中田精三、尾家重治、石塚紀元、田口正博、森兼啓太、

上寺祐之、アクセル・クラマー、リュイ・リー、ハン・

スー・オー、金容鏑、ジョナサン・オッター、ジエラル

ド ・イー・マクドーネル、各非常勤教授（順不同）の直

接的・間接的研究指導を無視できない。また、非常勤（順

不同）の遠藤博久、奥住捷子、清水俊明、浅岡伸太、竹

内千恵、伏見了、岩田哲郎、住谷健二、池田英夫、中川進、

その他の各教育職員をはじめ、大学開設当初より学長の

私的諮問委員会として、医療関連企業のトップで組織し

たスクリュー委員会（推進力とネジを締めるとの 2 つの

意味を持つ）委員の松本謙一、荻野和郎、更家悠介、松

永修―、岡田敏行、夏野雅博、故吉田俊介、の各客員教

授、等多数の学外専門家による懇切丁寧な指導が、なく

てはならないものであった。

今回の分析結果を礎にして、東京医療保健大学大学
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がら無理がある。このような課題を解決すべく、後を継

ぐ大学院生の研究に発展的展開を期待することは、我儘

な希望であろうか。2007 年以来の関連分野において大

学院生が残してくれた業績が、更に見直されて次世代の

研究に結びつき、新しい医療サービス構築に役立ってい

くことを心から望んで止まない。

謝辞：東京医療保健大学大学院医療保健学専攻感染制御

学、滅菌供給管理学、および、周手術医療安全学の各分

野における研究に多大な貢献を齎してくださった上記常

勤並びに非常勤教育職員各位に心より感謝の意を捧げ

る。当大学院は、看護師として現場業務に専務する学生

が多く、研究指導に当たって、新井晴代、三宅寿美、坂

本すが、3 看護部長経験者の助言が、数多くのヒントを

与えてくれたことは真に有難く、特記すべき点である。

また、側面から心温まる支援をしてくださった、大学院

医療保健学専攻 寺澤博事務長、諸田清事務長に深謝す

る。更に文末に成ったが、開講以来、アドミニストレイ

ティブ・アシスタントとして十二分の力を発揮し、大学

院の大きな支えとなって貢献してくれた川下範子さんに

深く感謝の意を表する次第である。
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